
Ｘ線撮影のしくみ





みんな、影絵って知ってるかな？
実は、Ｘ線撮影の仕組みは「影絵」と
同じなんだよ







Ｘ線写真は、人体の影絵
人体は筋肉・脂肪・骨・空気（肺）が重なってできていますから
写真にはそれぞれの影がすべて重なってうつっています。

下のＸ線写真は、上の写真の人が服を着たまま撮影したものです。

筋肉衣服 肺 骨

できあがった
Ｘ線写真

筋肉は白い肩の輪郭
肺は黒い部分
肋骨や鎖骨は白い曲線
となって見えています

服についている
・名札
・ボールペン
・ポケットの１００円玉 は
見えますか？



服を脱ぐ理由

• あなたが身に着けているものはすべてうつります。 ですから
下着のワンポイント飾りも影になってうつります。そしてそれを見
たお医者さんには、それが下着の影か、体の異常な影かは区
別できない可能性があります。

X線撮影で服を脱ぐのは、「まぎらわしい影がうつるのをできるだ

け避けるため」です。

• また、はっきりした金属の影は人体と区別できますが、本来見
たかった人体の影が金属に重なってまったく見えなくなります。
（医師は5ｍｍサイズの異常を探し出します）

X線撮影で服を脱ぐのは、「人体の影に重なる（金属のような）

邪魔な影がうつらないようにするため」です。





①柔らかくて薄いものがよい
（デニム生地は避けましょう。
冬物衣類は脱げるように下に薄いものを
着用しておきましょう。）

②プリント柄（さわって生地と区別できるもの）や
金属・プラスチック飾りのないものがよい

例えば

学校で使う体操服（無地の半そで・短パン）
のような服装が理想的です。

また女性の場合は、スポーツブラのような
調整金具・ホック・ワイヤーの無い下着
（補正パッドのなるべく薄いもの）を
あらかじめ着用していただくとよいでしょう

望ましい服装


